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ークとは独立した ACS 発症の危険因子であり、CCTA においてこれらの特徴を認めない症例の 2 年予
後は良好であった。 
 以上の研究は CCTA による非侵襲的なプラークの検出は積極的内科治療を要するハ
イリスク患者の層別化に重要な情報を提供すると考えられる。 
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